
 

 

 

 

香川県厚生農業協同組合連合会 滝宮総合病院 

実 施 日 令和 7 年 8 月 2 日（土） 実 施 時 間 9：20 ～ 12：30 

参 加 人 数 

計 9 名 

 

小学生 0 名(男 0 名・女 0 名) 中学生 5 名(男 0 名・女 5 名) 

高校生 4 名(男 0 名・女 4 名) その他 0 名(男 0 名・女 0 名) 

実施 

プログラム 

 

・挨拶、自己紹介、集合写真撮影 

・院内見学（各科説明を受けながら） 

・病棟での看護体験（ICU・CCU の見学、バイタルサイン測定、 

血糖測定・インスリン注射の見学、車椅子移乗の見学、 

経管栄養の見学、デモ機を使用しての静脈注射体験、 

とろみ水の作成・試飲） 

・意見交換会 

実 施 内 容 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により、数年間控えていた病棟での

体験を今年から再開しました。参加した学生は、他部門を巡り、それぞ

れの専門職の役割や業務内容について学びました。手術室では、手袋や

ガウンの着脱といった無菌操作の体験を行いました。感染予防や手順の

重要性を感じていました。 

病棟では、入院中の患者と直接コミュニケーションを取る時間を設け

ました。最初は緊張していた学生も、看護師や患者とのやりとりを通じ

て、次第に笑顔が見られ、質問する姿も見られました。体験後の意見交

換会では、それぞれのグループに分かれることで、学生から活発な意見

や質問が聞かれ、看護に興味を持ってもらう良い機会となりました。 

今回の体験は医療現場の雰囲気や看護のやりがい、高齢患者とのコミ

ュニケーション、多職種との連携の必要性を実感してもらう貴重な機会

となりました。今後も、学生の希望に沿いながら、より充実した体験を

提供していきたいと考えています。 

 

 

 



 

 

中学 3 年生      

 看護師さんの声かけがとても大切だとわかりました。血圧測定の際も声かけがあると安心すると思

いました。患者さんに対して笑顔で話しかけることも大切だと感じました。様々な面から患者さんを

見たり、声かけや顔の表情で患者さんを安心させたりしていて、すごいと思いました。 

 

                                       高校３年生 

私の将来の夢は訪問看護師になることです。この夢を抱く以前から、私は医療関係の職業に憧れを

持っていました。そして、今回のふれあい看護体験を通して、多くの学びを得ることができ、自分自

身に対する強い意志を持つことができました。（中略）普段、患者としてや病院の外からでは知るこ

とのできない看護の魅力を知ることができました。 
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